
（呼）58-10_16_書評_5.50.mcd  Page 2 10/09/06 14:19  v5.50
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本書は『感染症外来の帰還』と

文学的なタイトルがついている

が，優れた内科・小児科領域の感

染症に関する外来診療マニュアル

である．

自分が �	 年代前半に渡米し，

内科専門のプログラムでインター

ンとして働き始めたとき，仲間が

「メドゥピーズ」(英語で Med-

Peds と書く)という聞きなれない

プログラムの研修医であると聞い

た．Med-Peds とは，内科と小児

科の両者の訓練を受け，� つの領

域の専門医資格を u年間で取得す

るというプログラムである．都市

部における外来診療の核となるべ

き �つの専門性を一度に短期間で

取得できるということで，とくに

将来開業をめざす医師たちに人気

が高い競争の激しいプログラムで

あった．内科と小児科，両専門領

域の感染症をカバーする本書も外

来の実態に即した，現場のニード

にマッチした本である．

さて本書の一部を紹介すると，

まず基本的な構成は「目が赤い」

「咽頭痛」「リンパ節腫脹」など日

常外来診療で問題になる事項だけ

が章ごとに整理され，極めて読み

やすい．また診療上の基本的なア

プローチの仕方，考え方が「ルー

ル」として整理されており，雑多

な知識の集積になりやすい危険か

ら本書を守っている．クループに

関する「ルール」に「母親に抱っ

こさせたまま診察…」とある事に

感心しつつ，やがて本書の「ルー

ル」が診療上の Pearl でもあるこ

とがわかる．これら各所に散らば

る Pearl は著者ご自身の経験に加

え恩師や仲間からの受け継がれた

ものもあるに違いない．頻用する

検査の適応，使用上のポイントな

ども現場に即した形で解説され，

処方例も懇切丁寧，具体的で好感

が持てる．さらに所々に「ケー

ス」として代表的な臨床状況が，

その対処法と共に �〜� 行で簡潔

に提示されている．臨床状況を

たったの �〜� 行で Essential な

情報に整理・抽出する潔さ．それ

は研修医が成長する過程でみられ

る能力であり，よき指導医にみら

れる資質である．

外来診療は入院診療とは異な

る．一般に外来のほうが医師とし

て求められる力量が高く，腕の見

せ所が多い．病態が成熟し症状が

出揃った時点で潤沢な検査を駆使

できる入院担当医(後医)が名医な

らば，これら名医になる条件が与

えられていない外来診療担当医

(前医)には臨床医としてのセンス

とルールが頼りである．外来とい

うやり甲斐のある仕事であるが，

また失敗や冷や汗と背中合わせの

場所に本書が与えられたことは本

当に喜ばしい．

個人的な感想を許して頂けるな

らば，数ある岩田本の中でも本書

は Best の � つに入るのではない

かと思う．神戸大学に移られ教育

者としてさらに経験を積まれた岩

田健太郎先生が豊浦麻記子先生と

いう強力な共著者を得られ現場に

送られた本書．沖縄県立中部病院

の喜舎場 Spirit が伏流水のように

流れる好著として推薦致します．
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